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落
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伶
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烈
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。
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仮
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を

こ

こ

ま

で

統

け

h
れ
て
い
る
琢
動

燃
お
お
平
に
閥
油
絵
銭
討
の
鼠
後
策
を
続
税
制
聞
か
長
、
統
計
税
査
員
、
剛
氏
生
カ
だ
勺
む
の
だ
ろ
う
。

品
開
め
て
か
ら
却
年
に
な
る
。
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。
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え
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♂
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。
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れ
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。
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滋
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かん耳Eあ v'子保育1諮へ、たく'"ん i立話0472(24) 3061 

めベビー自I!等 丹 羽般が 6ちりました。 望号議半数料・ 1800f11(子葉県総人

会 中)11新ーさん{告昔話事449-108) 紙紙による}

から設ネiV長官軍I鰐へ埼ルヌゲシ町議寄贈 き量殺申込綴付綴罪悪:昭和例年8H

します a この程きじ iU町6'1';:1じ主的で 1'11U!j: IIμ珪火ーイミ， 1:8ぷIl円12P年

きるもの (j

常気事故には注意

生活的'1'で欠くことのて'きない

1江主\:(止、 f，"l! l ìl1を tH~ と '1' ，告にか

かわる大主な]奇抜的 l~(tj，i になづま

守主にだき記録的ぼくのれ 1;で、

ヒのような状ilL<ll1待は11ぷJ;:，e:-'i起

です、

01ト本 rj l(ご f去作会円以 J{~寺をぬ

，きて

07レ…ン引を議会、する

0'，1よ械の近くで 11"壱滋をナると

04í十誌のききJ'I~ぺ』ベン々やり{!'ナる

9 Bi>‘ら21丹ま℃椙

詳しくは稔喜葬祭子主主義まで。

官 (82)1151内線240

都便局から

昭和時年9月23時以裁にお演け

になったま護主主主?愈何事j患が毎朝jに

をる f普通」的手緩きを紋t&¥、まれ

院自干052年 1fl13日までですから

お学呂に苧殺さをお消せ下寺い。

-8月の車内幸見緑

「我孫子市史研究j

令配布

!{i史的両党滋芯 ，4~f，品 {'I1i!l:野

'JCJ (弓。 jlj)が高官官iされましたι

i¥'i'刊行仁社中込み¥t?IJi誌に 300

部会免3布L.i寸¥

仁J申泌臼 8 H 1 Iiから

り申込方j淡ハガ々に fì:l~r、 í\:~見

泣，ff; 終診を明μ して、 4~1毛[-rH4~

ff，Hlil日34 中央公民自立M袋線さ

ん被までお泳リトきい。

(r!i壁土泌さん屯)

ホタルの光ど こ与 n 政治学級開講
虫の斧を紡ねて め1仰 のiをくで紛糾fえはすると

き主主襟泌さ持竹，~史君司会は明るい

8雲寺 :81'17日(J:) I.lj伝中止 シ、 !liilfHよ1]で(.1'，丘二令i<I!f'j仁 巡守主縫泌を urのに政治ρβ殺をi割

縫合:，t姶駅炊きL日 午後 61冷 C::f'fJII' 、ただくた的内議好会や絡 まれ

箇市民 税 a 第 2翼翼手争

観溜係税・第2異耳分

8月31自がd 9: 30~16 : 00 

興事詩湾苧・紛ごに会委露・湖北台交F五

'企高島宇千は燃料です。申込みは ~lj

i::1 ~.K.tj;J で'支:(.寸けまれ

炉白雲寺 8月初日(金}午後5時

炉場所 ~と戸 zむときわ'1針転iモセン

f主j覧εもパスを利隠します“

ヰヒ約駅前 8 時-24?r内パスマケIII~長

9時半ごろのパスで湾ります。

懐中彼女Iは必ず持ってきて

い。はく物はf益軒Zが長老主です。

宮 82-0521野鳥を守る会、減iI.L

みも盛明るい話題

がありましたr

合-t;校縁関さん(抜本幸一11-11)

から:，11;本保育器禁へ冷蔵際的喜子総が

4ちりま Lたa

カ渋谷戸ifi古寺ん(絞1ω5…2) 

から並オミ保育!密へ淡濯機内務総が

ありま Lたs

会木村重喜代子2ろん(我J晶子17-20)

から中炎公険官官殴害容ま援に本5総内

務総がありま L'e， 

後さんのご好絃に感謝 L、有効

に使わせていただきます。

ター

t.テーマ fアメリカと持本的議

会的{子]成総定権J

験講在事 上智大学教授 {主謀riJl先

認しくは東著書支庁総務課

't!t首長0473(61) 2111 

第 3回我孫子食品
環境まつり

日時， 8月 4日 午後3待

機所:千賀沼公費現

主催:食品荷主主主覧会 協主主・ 1金保

健所、殺孫子市

お自、ブキブリノハエ的機獲コ

ンク--}レなど多~~なf量 LllJがあり

ます。各1者援に警参加券がF首意しで

ありますから、参詣1ぎ撃をお持九に

なりご来場…f~'凡空襲綴券会異に

ま愛，!l.をさし上げます B

中炎公民館絵磁教室
の作&展示会

除時:7 !'!30呂~日持 4詩

9時から15時 月調韓日体重富

会場:中央公民球

炉行致機談・人縫簸謎格談得

$8月25日総 10 : 00-15 : 00 

@商工会館

験法律綴談噌
$ 8月3滋・ 17日

$i市役所市民総言主主義

9: 0号~15 : 00 
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